
DisQuEサンプル前処理キットと 
ACQUITY UPLC H-Classシステムを用いた 
魚介類中の多環芳香族炭化水素類の 
迅速スクリーニング

ACQUITY UPLC H-Classシステムでは、わずか4分以内で
PAHの分析が可能です。

図1. 蛍光検出器を用いたPAH分析（数ppb）
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目的
Waters® ACQUITY UPLC® H-Class蛍光
検出器システムとHPLCカラムを使用して
QuEChERS法で前処理したシーフード中 
の多環芳香族炭化水素類（PAH）の迅速 
スクリーニングを実施します。

背景
メキシコにおけるオイル流出問題から、これ 
らの地域の魚介類への影響が懸念されてき
ています。魚、甲殻類、軟体動物（イカ、タコ）
などがこの油を摂取、その結果私たち消費者
への健康被害も心配されます。オイル中に存
在すると考えられる多くの化合物の中で重
要なものとしてPAHがあります。アメリカの
EPAはこれらのうち16化合物を優先汚染物
質と定義し、ルイジアナ州はこのうち12化合物
に関してスクリーニング基準を設定しSafety 
Responseと Quality Certification Planを発行
しました。汚染された魚介類の摂取を避け、 
食品産業(シーフード（海産物）業界)への打
撃をできるだけ広げないために関連物質の
分析には迅速さが要求されますが、現行の
HPLCやGC/MSでの分析では30分ほどかか
ります。ここではサンプル前処理にDisQuE™
サンプル前処理キットを、PAHの分析には
ACQUITY UPLC H-Class蛍光検出器システム
を使用して4分以内で分析している例をご紹介
いたします。
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ソリューション
魚やえびなどのサンプルはホモジナイザなどで均
質化しておきます。DisQuE 抽出用チューブにアセ
トニトリルを加えた後、ホモジナイズしたサンプル
を加えます。強く攪拌し 、サンプル、試薬、アセト
ニトリルを十分に混合します。その後、遠心分離し
ます。上清の一部をDisQuE クリーンアップチュー
ブに加え、撹拌、遠心分離を実施します。この上清
をバイアルに移し、水で希釈した後、HPLC注入用
サンプルとします。このプロトコルでは30分で12
サンプルの前処理が可能です。

HPLC分析にはACQUITY UPLC H-Class蛍光検出
器 システムとWaters PAHカラムを使用しました。 
各化合物は水、メタノール、アセトニトリルの3液
グラジエントを用いて分析しました。ACQUITY 
UPLC 蛍光検出器はフローセルの容量が大きく、 
各化合物ごとに最適な励起/蛍光波長をタイムプロ
グラムで設定することが可能です。分析時間は 
3.5分となっています。

図2. 魚及びえび中のPAH分析（添加無しとPAH添加）

まとめ
The DisQuE サンプル前処理キットを使用することにより魚介類中からのPAH
の抽出をシンプルかつ迅速に行うことができます。エバポレーションや抽出
液の転溶、前処理カートリッジのコンディショニングなども一切必要ありま 
せん。さらにACQUITY UPLC H-Class蛍光検出器システムでの3.5分という分析 
時間により1日のサンプル処理効率が向上します。このソリューションにより 
ラボでは魚介類中のPAHの迅速スクリーニングが可能となり、タイムリーに 
結果を提供することで消費者にいち早く製品の安全性を伝えることができる
ようになります。


